
京都市予算

総務消防委員会 環境福祉委員会

文教はぐくみ
委員会

まちづくり
委員会

産業交通水道
委員会

※昨年に引き続き、執行機関における働き方改革の取組などを踏まえ、
要望項目を厳選しました。なお、令和元年に提出した「平成から令和へ 
明日の京都を切り拓く」で示した多くの要望項目など、これまで提案した
項目について対応できていないものについては、その完遂に向けて引き
続き取組を推進する事を求めています。

要望市政方針に

及び

令和8年度

成し遂げることができる政策がある
最大会派のわたしたちだからこそ、
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令和8年度 京都市予算及び
市政方針に要望

代表質問 9月市会（10月1日）

京都市決算を認定
京都市会決算特別委員会
第1～第3分科会 主な質問

高市早苗新内閣が発足しました。初閣議
では、自らの内閣を「決断と前進の内閣」と名付け、
「変化を恐れず果敢に働く。あらゆる政策を一歩で
も二歩でも前進させていく」と強い気持ちを表明さ
れました。

　われわれ自由民主党京都市会議員団は、高市早苗
新総理と軌を一に、京都市会における第一党の義務
と責任を果たすべく、本市における財政基盤の強化、
人口減少・少子長寿化社会、物価高対策、観光課題
など、山積する諸課題に立ち向かい、京都を将来
にわたって発展させるために、令和8年度京都
市予算及び市政方針に対する要望を、
松井孝治市長に提出しました。

● 明治維新後の人口減少を克服した先人の知恵に学び、人口減少対策を強化すると
ともに、外国籍住民の増加に対応した安心して暮らせるまちづくりを進めること。

● 行財政改革の継続と財政の健全化を図りつつ、宿泊税の使途を明確に発信すると
ともに、必要な事業への的確な投資と都市の成長戦略を推進すること。

● 災害対応力強化のため、消防車両・資機材の充実や救急体制の整備など、京都の
特性を踏まえた総合的な消防体制を強化すること。

● 地域事情に対応した新しい交通システム（自動運転バス、LRT、
オンデマンド交通等）の導入を検討すること。

● 遅れている渋滞解消と道路ネットワークの構築を早急に進める
必要があり、堀川通や国道 1 号・9 号など重要幹線の整備を、
国・府・周辺自治体等と連携して推進すること。

● ごみ減量と資源循環を推進し、食品ロスや紙ごみの削
減、観光ごみや事業系ごみへの対策など現状の課題
に重点的に取り組むこと。

● 赤字が続く京都市立病院について、自治体病院として
の役割を踏まえ、市民の命と健康を守る持続可能な
運営体制を確立すること。

● 京都市地域コミュニティ活性化
推進条例の市民理解を引き続
き進めるために、転入時に地
域情報を丁寧に説明し、自治
会や地域団体への相談体制を
強化して、市民のつながりと
地域の活性化を進めること。

● 保育園・こども園・幼稚園の
京都市の特色をいかしつつ、
障害児・病児・医療的ケア児
への対応など多様なニーズに
応える制度を充実させるとと
もに、物価高騰を踏まえ、施設
整備・老朽化対策の支援制度
を検討すること。また、「マイ
保育園・こども園」「マイ幼稚園」
「子ども誰でも通園制度」など
の取組を推進すること。

● 国や京都府と連携し、宿泊税を活用
してマナー啓発や混雑対策など、
市民生活と調和した持続可能な観
光を推進すること。

● 「市バス等の市民優先価格」制度の令
和 9 年度実現に向けて、国や民間事
業者と協議を進め、分かりやすく利
用しやすい制度設計を行うこと。

● 水道施設の老朽化や気候変動による
災害リスクに対応するため、施設
の更新・耐震化や浸水対策を進め
るとともに、持続的な運営のため
の財源や事業方針を検討し、次期
ビジョンを策定すること
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9
月
市
会
（
10
月
1
日
）

【
代
表
質
問
】

　
担
い
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
障
害

者
福
祉
現
場
の
職
員
負
担
を
軽
減
し

て
長
く
働
き
続
け
て
い
た
だ
け
る
職

場
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
利

用
者
へ
の
ケ
ア
の
量
と
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
う
え
で
、
障
害
者
福
祉
施
設
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
支
援

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
障
害
者
福
祉
施
設
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
等
の
導
入
は
、
業
務
の
効
率
化
や

現
場
の
職
員
の
負
担
軽
減
等
に
資
す

る
必
要
な
取
組
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
に
関
す
る
意

向
調
査
に
お
い
て
、
幅
広
い
機
器
等

の
導
入
支
援
を
希
望
す
る
回
答
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
補
助
制

度
の
創
設
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

導
入
事
例
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す

る
こ
と
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
が
進

む
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

老
朽
化
す
る

上
下
水
道
へ
の
対
策
は

　

   

山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）

　
老
朽
化
す
る
施
設
・
管
路
の
更
新

や
地
震
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
持
続
可
能
な
上
下
水
道
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
令
和
10
年
度
以
降
の
次
期
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
国
の
動
向
も
踏
ま
え
、

2
0
5
0
年
ま
で
の
長
期
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
、

上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
お
い
て
、

老
朽
化
し
た
管
路
・
施
設
の
更
新
な

ど
、
事
業
の
方
向
性
は
も
と
よ
り
、

官
民
連
携
や
広
域
連
携
、Ｄ
Ｘ
に
よ
る

業
務
変
革
も
含
め
た
運
営
手
法
、
料

金
制
度
も
含
め
た
財
源
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
、
あ
ら
ゆ
る

観
点
か
ら
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

未
然
防
止
と
包
摂
の
取
組
を

学
校
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

未
然
防
止
と
包
摂
の
取
組
を

学
校
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

未
然
防
止
と
包
摂
の
取
組
を

学
校
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

未
然
防
止
と
包
摂
の
取
組
を

橋村芳和議員の代表質問橋村芳和議員の代表質問市
民
優
先
価
格
の
実
現

　

   

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）

　
お
客
様
数
の
回
復
や
平
均
乗
車
単

価
の
改
善
も
あ
り
、
両
事
業
と
も
2

年
連
続
の
黒
字
と
な
っ
た
令
和
6
年

度
決
算
を
市
長
は
ど
う
評
価
す
る
の

か
。
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
利
用

増
加
な
ど
に
伴
い
、
観
光
課
題
が
再

燃
す
る
中
、
市
バ
ス
等
の
市
民
優
先

価
格
の
取
組
は
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

令
和
9
年
度
の
実
現
に
向
け
て
の
現

状
を
伺
い
ま
す
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
市
バ
ス
の
混
雑
対
策
と
担
い
手
不

市
バ
ス・地
下
鉄
事
業
決
算
と

市
民
優
先
価
格
の
実
現

市
バ
ス・地
下
鉄
事
業
決
算
と

市
民
優
先
価
格
の
実
現

市
バ
ス・地
下
鉄
事
業
決
算
と

市
民
優
先
価
格
の
実
現

市
バ
ス・地
下
鉄
事
業
決
算
と

市
民
優
先
価
格
の
実
現

足
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
安
全
対
策
や

利
便
性
向
上
策
な
ど
将
来
を
見
据
え

た
取
組
も
前
進
さ
せ
た
う
え
で
黒
字

を
確
保
し
ま
し
た
。
市
民
優
先
価
格

は
国
や
民
間
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を

重
ね
る
な
ど
着
実
に
進
ん
で
い
る
手

ご
た
え
を
感
じ
て
お
り
、
令
和
9
年

度
中
の
実
現
に
向
け
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

西
京
極
運
動
公
園
の

再
整
備

　

   

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ

の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
享
受
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
本
市
の
果
た
す
べ
き

責
務
で
す
。
西
京
極
総
合
運
動
公
園

の
再
整
備
、
特
に
老
朽
化
し
た
施
設

の
改
修
は
、
市
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
向
上
と
都
市
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に

資
す
る
投
資
と
の
視
点
か
ら
、
市
長

の
決
意
と
展
望
を
伺
い
ま
す
。

　

  

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
西
京
極
総
合
運
動
公
園
の
歴
史
と

誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぎ
つ
つ
、
ま
ち

の
活
力
や
幸
福
を
生
み
出
す
オ
ー
プ

ン
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
公
園
を

目
指
し
ま
す
。
施
設
の
老
朽
化
に
は

必
要
な
対
策
に
努
め
、
再
整
備
に
併

せ
て
改
善
し
ま
す
。
誰
も
が
気
軽
に

来
園
し
、
経
済
・
産
業
の
活
性
化
や

地
域
の
賑
わ
い
に
も
資
す
る
多
角
的

な
公
園
と
な
る
よ
う
、
競
技
団
体
や

企
業
等
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

旧
伏
見
区
役
所
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て

　

   

橋
村
芳
和
議
員
（
要
望
）

　
伏
見
区
総
合
庁
舎
に
は
50
台
分
の

駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
3
月

と
4
月
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す

る
た
め
、
旧
伏
見
区
庁
舎
跡
地
を
臨

時
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
跡
地
は
区
役
所
や
伏
見
中
央

図
書
館
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
や
、Ｊ

Ｒ
、
近
鉄
、
京
阪
の
各
駅
だ
け
で
な

く
大
手
筋
商
店
街
に
も
ほ
ど
近
い
好

立
地
で
あ
る
た
め
、
地
域
活
性
化
の

た
め
の
本
格
的
な
活
用
検
討
を
進
め

る
べ
き
で
す
。
駐
車
場
の
必
要
台
数

を
把
握
し
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
地
域
発
展
の
た
め
に
早

急
に
跡
地
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
を

強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

①
 一
般
会
計
決
算
の
評
価
と
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

②
 「
新
し
い
公
共
」の
推
進
に
向
け
た
外
郭
団
体
の
在
り
方
に
つ
い
て

③
 市
バ
ス
・
地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て

（
１
）決
算
の
評
価
に
つ
い
て
　（
２
）市
バ
ス
の
混
雑
対
策
に
つ
い
て
　（
３
）地
下
鉄
の
お
客

様
数
の
動
向
と
今
後
の
混
雑
対
策
に
つ
い
て
　（
４
）市
バ
ス
等
の
市
民
優
先
価
格
に
つ
い
て

④
 地
方
独
立
行
政
法
人
京
都
市
立
病
院
機
構
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

⑤
 西
京
極
総
合
運
動
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

⑥
 ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
社
会
実
装
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

⑦
 旧
伏
見
区
役
所
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て（
要
望
）

動画はこちら

Q

Q

A

A

Q

山本恵一議員の
代表質問

山本恵一議員の
代表質問子

の
未
来
に
選
択
肢
を

多
様
な
学
び
の
環
境
づ
く
り
へ

　

   

山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）

　
全
て
の
子
ど
も
の
主
体
性
を
大
切

に
し
、
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
、
豊

か
な
人
間
性
や
社
会
で
自
立
す
る
た

め
の
力
を
育
む
こ
と
は
、
公
教
育
の

使
命
で
あ
る
。
今
後
の
不
登
校
施
策

推
進
に
関
し
て
、
お
考
え
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
本
市
の
取
組
を
検
証
し
、
全
て
の

子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
や
社
会
と
繋
が
る
機
会
の
充
実

に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
不
登
校
の
当

事
者
の
声
を
聴
き
、
専
門
家
の
知
見

も
い
か
し
な
が
ら
、
不
登
校
の
未
然

防
止
は
も
と
よ
り
、
多
様
な
子
ど
も

を
包
摂
す
る
魅
力
あ
る
学
校
の
在
り

方
の
検
討
を
進
め
、
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
学
べ
る
教
育
環
境
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に

I
C
T
機
器
導
入
を

　

   

山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）

①
 今
後
の
環
境
行
政
に
つ
い
て

②
 障
害
者
福
祉
施
設
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
に
つ
い
て

③
 持
続
可
能
な
上
下
水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

④
 不
登
校
対
策
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

⑤
 有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

⑥
 京
都
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て（
要
望
）

動画はこちら

QQ

Q

A

A

A

市
内
の
水
道
管
工
事
の
様
子

観光客の増加で混雑する市内のバス停

山本恵一 議員
北区

橋村芳和 議員
伏見区
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月
市
会
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月
1
日
）

【
代
表
質
問
】

　
担
い
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
障
害

者
福
祉
現
場
の
職
員
負
担
を
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職

場
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す
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場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
う
え
で
、
障
害
者
福
祉
施
設
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
支
援

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
障
害
者
福
祉
施
設
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
等
の
導
入
は
、
業
務
の
効
率
化
や

現
場
の
職
員
の
負
担
軽
減
等
に
資
す

る
必
要
な
取
組
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
に
関
す
る
意

向
調
査
に
お
い
て
、
幅
広
い
機
器
等

の
導
入
支
援
を
希
望
す
る
回
答
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
補
助
制

度
の
創
設
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

導
入
事
例
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す

る
こ
と
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
が
進

む
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

老
朽
化
す
る

上
下
水
道
へ
の
対
策
は

　

   

山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）

　
老
朽
化
す
る
施
設
・
管
路
の
更
新

や
地
震
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
持
続
可
能
な
上
下
水
道
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
令
和
10
年
度
以
降
の
次
期
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
国
の
動
向
も
踏
ま
え
、

2
0
5
0
年
ま
で
の
長
期
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
、

上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
お
い
て
、

老
朽
化
し
た
管
路
・
施
設
の
更
新
な

ど
、
事
業
の
方
向
性
は
も
と
よ
り
、

官
民
連
携
や
広
域
連
携
、Ｄ
Ｘ
に
よ
る

業
務
変
革
も
含
め
た
運
営
手
法
、
料

金
制
度
も
含
め
た
財
源
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
、
あ
ら
ゆ
る

観
点
か
ら
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

平山たかお議員の
代表質問

平山たかお議員の
代表質問京

都
基
本
構
想
に
つ
い
て

　

   

平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）

　
日
本
が
日
本
で
無
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

日
本
を
取
り
戻
す
た
め
の
原
点
が
京
都

に
は
あ
り「
京
都
基
本
構
想
」こ
そ
が
そ

の
基
と
な
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
一
時
的
な
大
量
消
費
に
迎
合
す
る
あ

ま
り
、
あ
ざ
と
い
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま

わ
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
り
、
審
議
会

の
総
意
と
し
て
町
の
名
前
を
伏
せ
て
も
、

京
都
だ
と
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
構
想
と

す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
た
だ
い

た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
京
都
の
価
値

を
次
の
世
代
に
継
承
で
き
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

外
国
人
の
不
動
産
購
入
や

民
泊
に
規
制
強
化
を
！！

　

   

平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）

　
特
区
民
泊
が
大
阪
に
お
い
て
は
、
中

国
人
の
移
住
の
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る

と
の
報
道
も
見
ま
す
。
京
都
市
に
特
区

民
泊
は
な
い
が
、
民
泊
が
本
来
の
目
的

や
趣
旨
か
ら
は
逸
脱
し
た
事
業
形
態
と

な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
民
と

の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
事
案

日
本
を
取
り
戻
す

原
点
は
京
都
に
あ
る
！

日
本
を
取
り
戻
す

原
点
は
京
都
に
あ
る
！

日
本
を
取
り
戻
す

原
点
は
京
都
に
あ
る
！

日
本
を
取
り
戻
す

原
点
は
京
都
に
あ
る
！

も
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

許
可
要
件
に
「
日
本
語
を
し
っ
か
り
と

話
せ
る
事
」
な
ど
の
能
力
要
件
を
課
す

事
や
立
地
規
制
な
ど
の
検
討
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
危
機
感
の

根
底
に
は
外
国
人
の
不
動
産
購
入
な
ど

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
規
制
す
る

に
も
、
憲
法
や
条
約
な
ど
の
諸
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
外
国
資
本
の
一
部
の
不
動
産
投
機
に

関
し
て
、
平
山
議
員
の
危
機
感
を
共
有

し
て
お
り
、
今
後
、
国
に
お
い
て
適
切

に
議
論
さ
れ
る
事
を
強
く
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
民
泊
に
つ
い
て
は
本
市
で
は

全
国
一
厳
し
い
条
例
も
課
し
て
い
ま
す

が
、
規
制
強
化
を
国
に
働
き
掛
け
る
と

共
に
、
指
導
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
宿
泊
事
業
法
の
届
出
施
設

は
、
本
市
独
自
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
可

能
な
こ
と
か
ら
、
規
制
強
化
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

マ
ナ
ー
違
反
の
観
光
客

規
制
対
策
強
化
を

　

   

平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）

　
観
光
客
の
一
部
エ
リ
ア
へ
の
集
中
に

よ
っ
て
住
民
生
活
に
不
便
が
生
じ
て
い

ま
す
。
分
か
り
や
す
い
マ
ナ
ー
啓
発
に

加
え
、
絶
対
に
遵
守
し
て
も
ら
わ
な
い

と
い
け
な
い
、
す
な
わ
ち
、「
マ
ナ
ー

違
反
や
迷
惑
行
為
を
す
る
観
光
客
は
京

都
に
は
来
て
い
ら
な
い
！
」
と
の
強
い

意
思
表
示
が
感
じ
ら
れ
る
気
概
を
持
ち
、

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
特
化
し

た
専
門
部
署
の
設
置
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
基
本
条
例
な
ど
、
京
都
市

が
全
国
に
先
駆
け
て
観
光
課
題
対
策
は

こ
の
よ
う
に
講
じ
て
い
る
と
示
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

   

岡
田
憲
和
副
市
長
（
答
弁
）

　「
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
」
と
い
う
言

葉
も
活
用
し
、
分
り
や
す
い
マ
ナ
ー
啓

発
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
京

都
観
光
の
在
り
方
に
関
し
、
現
在
、
次

期
観
光
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
た
議

論
も
行
な
っ
て
お
り
、
市
民
生
活
と
の

調
和
・
両
立
に
向
け
て
実
効
性
の
高
い

取
組
を
検
討
し
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

①
 京
都
基
本
構
想
に
つ
い
て
　
②
 

 

観
光
課
題
対
策
に
つ
い
て

③
 民
泊
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
　
④ 

多
文
化
共
生（
他
文
化
強
制
）に
つ
い
て

⑤
 賃
上
げ
の
促
進
及
び
京
都
経
済
の
内
需
拡
大
に
つ
い
て

⑥
 物
価
高
騰
に
対
す
る
個
人
へ
の
支
援
に
つ
い
て

⑦
 東
山
区
に
お
け
る
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

⑧
 ゴ
ミ
の
夜
間
収
集
及
び
ゴ
ミ
出
し
に
使
え
る
レ
ジ
袋
の
導
入
に
つ
い
て（
要
望
）

動画はこちら

Q

Q

Q

A

A

A

子
の
未
来
に
選
択
肢
を

多
様
な
学
び
の
環
境
づ
く
り
へ

　

   

山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）

　
全
て
の
子
ど
も
の
主
体
性
を
大
切

に
し
、
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
、
豊

か
な
人
間
性
や
社
会
で
自
立
す
る
た

め
の
力
を
育
む
こ
と
は
、
公
教
育
の

使
命
で
あ
る
。
今
後
の
不
登
校
施
策

推
進
に
関
し
て
、
お
考
え
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
本
市
の
取
組
を
検
証
し
、
全
て
の

子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
や
社
会
と
繋
が
る
機
会
の
充
実

に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
不
登
校
の
当

事
者
の
声
を
聴
き
、
専
門
家
の
知
見

も
い
か
し
な
が
ら
、
不
登
校
の
未
然

防
止
は
も
と
よ
り
、
多
様
な
子
ど
も

を
包
摂
す
る
魅
力
あ
る
学
校
の
在
り

方
の
検
討
を
進
め
、
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
学
べ
る
教
育
環
境
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に

I
C
T
機
器
導
入
を

　

   

山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）

多
く
の
観
光
客
で
溢
れ
る
京
都

山
科・醍
醐
地
域
全
域
の

均
衡
あ
る
発
展
と
振
興
策

　

   

山
本
し
ゅ
う
じ
議
員
（
質
問
）

　
山
科
・
醍
醐
地
域
全
体
の
均
衡

あ
る
発
展
に
向
け
て
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
取
組
の
成
果
を
着

実
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
今
後
の
施
策
の
充
実
や
課
題

認
識
、
山
科
・
醍
醐
地
域
の
将
来

像
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
？

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
元
ラ
ク
ト
健
康
・
文
化
館
の
有

効
活
用
、
東
野
公
園
の
遊
具
の
充

実
な
ど
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
ま
ち
の
象
徴
と
な

る
取
組
を
契
機
に
、
道
路
・
交
通
・

観
光
な
ど
様
々
な
分
野
の
取
組
を

順
次
、
山
科
・
醍
醐
地
域
全
体
に

波
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
、
事
業
者
の
皆
様
と
と
も
に
、

地
域
へ
の
愛
着
を

深
め
、
ま
ち
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
な
が
る
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
が
ワ

ク
ワ
ク
す
る
ま
ち

の
実
現
に
向
け
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
の
取
組
を
し
っ
か
り
進
め
ま

す
。5

歳
児
健
診
実
施
に
伴
う

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

　

   

山
本
し
ゅ
う
じ
議
員
（
質
問
）

　
5
歳
児
健
診
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
体
制
と
し
て
、
健
診
か
ら
療
育
へ
、

シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
げ
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
5
歳
児
健
診
の
実
施
を
見
据
え
、

切
れ
目
な
く
療
育
に
つ
な
げ
て
い

く
仕
組
み
と
し
て
、
健
診
を
実
施

す
る
各
区
役
所
・
支
所
の
子
ど
も

は
ぐ
く
み
室
に
お
い
て
、
ご
相
談

だ
け
で
な
く
、
そ
の
ま
ま
療
育
に

必
要
な
手
続
き
を
受
け
付
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
児
童

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
専
門
的
な
相
談

や
診
断
の
機
能
も
継
続
し
、
保
護

者
の
方
の
様
々
な
不
安
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
5
歳
児
健
診
の
実

施
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
支
え
る
と

と
も
に
、
保
護
者
の
方
の
安
心
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

山
科
-醍
醐
地
域
の
安
心
安
全
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
！

山
科
-醍
醐
地
域
の
安
心
安
全
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
！

山
科
-醍
醐
地
域
の
安
心
安
全
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
！

山
科
-醍
醐
地
域
の
安
心
安
全
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
！

山本しゅうじ議員の
代表質問

山本しゅうじ議員の
代表質問空

き
家
対
策
の

強
化
に
つ
い
て

　

   

山
本
し
ゅ
う
じ
議
員
（
質
問
）

　
い
つ
自
分
が
当
事
者
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
空
き
家
問
題
。 事
前
の

予
防
策
や
早
期
の
対
応
で
、
将
来

負
担
は
減
り
、
活
用
で
き
れ
ば
収

入
に
も
な
る
。 加
え
て
、
地
域
の
防

災
・
防
犯
面
も
改
善
し
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
も
繋
が
る
。
本

市
の
空
き
家
対
策
情
報
が
多
く
の

市
民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
、
広

報
・
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
事
が

重
要
で
あ
り
、
本
市
の
定
住
・
移

住
対
策
に
も
、
大
い
に
寄
与
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組

の
成
果
と
、
今
後
の
空
き
家
対
策

の
強
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
相
手
の
心
に
響
き
、
心
を
動
か

す
広
報
が
重
要
。
職
員
が
様
々
な

機
会
に
地
域
に
出
向
い
て
、
直

接
対
面
に
よ
る
発
信
を
強
化
し
ま

す
。「Kyoto Dig Hom

e Project

」

に
お
い
て
も
、
制
度
を
実
際
に
ご

利
用
い
た
だ
い
た
方
の
生
の
お
声

を
動
画
で
お
届
け
す
る
等
、
よ
り

心
を
動
か
す
情
報
発
信
を
行
い
ま

す
。

①
 空
き
家
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

②
 山
科
・
醍
醐
地
域
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
と
振
興
策
に
つ
い
て

③
 道
路
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

④
 豊
か
な「
み
ど
り
」が
あ
る
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

⑤
 地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
・
再
構
築
に
つ
い
て

⑥
 5
歳
児
健
診
の
実
施
に
伴
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て

動画はこちら

Q

Q

Q

A

A

A

Meetusロゴ

山本しゅうじ 議員
山科区

平山たかお 議員
東山区
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京
都
市
決
算
を

令和
6年度

京
都
市
会
決
算
特
別
委
員
会

● �

物
価
高
騰
が
続
く
状
況
下
で
の
市
民
生
活
を
支
え

る
財
政
運
営
の
実
施

● �

行
き
過
ぎ
た
状
況
の
変
化
を
軌
道
修
正
す
る
の
が

行
政
の
役
割
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
市
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
対
応
す
る
必
要
性

● �

京
都
創
生
の
推
進
、
双
京
構
想
の
推
進

● �

消
防
署
の
自
主
防
災
会
に
対
す
る
関
わ
り
及
び
地

域
と
の
関
係
性

● �

生
物
多
様
性
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
を
踏
ま
え
た

生
物
多
様
性
の
保
全
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
っ

て
の
決
意

● �
子
育
て
支
援
も
含
め
た
福
祉
の
観
点
か
ら
市
立
病

院
と
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
・
て
ら
す
」
を
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

拠
点
と
し
て
活
用
す
る
必
要
性�

（
一
部
抜
粋
）

京
都
市
な
ら
で
は
の
施
策（
一
部
）

● �

子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
創
出

● �

観
光
特
急
バ
ス
の
新
設
に
よ
る
市
民
生
活
と
観
光
の

調
和
と
両
立

● �

重
層
的
支
援
体
制
の
構
築

● �

地
域
企
業
・
中
小
企
業
及
び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
の

成
長
促
進
や
企
業
立
地
の
促
進

● �

起
業
家
精
神
や
探
究
心
を
育
む
教
育
環
境
の
充
実

● �

若
者
・
子
育
て
世
代
の
住
ま
い
の
確
保
支
援
「
京
都

安
心
す
ま
い
応
援
金
」
の
創
設

● �

災
害
備
蓄
物
資
の
拡
充
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

● �

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
利
便
性
の
向
上

● �

市
バ
ス
運
転
士
等
の
処
遇
改
善
や
職
場
環
境
の
改
善

● �

地
下
鉄
等
を
い
か
し
た
移
動
経
路
の
分
散
化
に
よ
る

市
バ
ス
の
混
雑
対
策

● �

老
朽
化
し
た
水
道
配
水
管
の
更
新
を
は
じ
め
と
す
る

震
災
対
策
や
雨
水
幹
線
の
整
備

わ
が
会
派
か
ら
の
指
摘
・
要
求

● �

財
政
状
況
が
着
実
に
改
善
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
市

民
や
事
業
者
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明

す
る
こ
と

● �

物
価
高
騰
が
長
引
く
折
、
市
民
・
事
業
者
に
心
を
寄

せ
た
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

● �

今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
ぶ
れ
る
こ
と
の

な
い
確
固
と
し
た
理
念
、
哲
学
を
も
つ
こ
と

● �

宿
泊
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
財
源
確
保
に
取
り

組
む
こ
と

● �

市
バ
ス
・
地
下
鉄
両
事
業
と
も
、
引
き
続
き
、
経
営

改
善
に
向
け
て
、「
利
用
促
進
」、「
収
入
増
加
」、「
経

費
削
減
」
に
取
り
組
む
こ
と

● �「
攻
め
の
視
点
」
を
取
り
入
れ
た
次
期
経
営
計
画
（
市

バ
ス
・
地
下
鉄
）
を
策
定
し
、
前
向
き
な
取
組
を
進

め
る
こ
と

● �

上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
に
つ
い
て
計
画
的

か
つ
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

● �

大
変
厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
上
下
水
道
事
業
の

運
営
に
つ
い
て
、
将
来
世
代
に
負
担
の
先
送
り
を
し

な
い
財
源
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
向
け
、

着
実
に
前
進

● �

西
京
極
総
合
運
動
公
園
の
再
整
備
に
お
け
る
周
辺
地

域
と
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
性

● �

子
育
て
世
代
へ
の
市
民
税
減
税
等
の
大
胆
な
支
援

策
に
対
す
る
考
え

● �

ス
ー
パ
ー
中
学
校
構
想
等
も
視
野
に
入
れ
中
学
校

区
の
在
り
方
を
検
討
す
る
考
え

● �

小
金
塚
地
域
循
環
バ
ス
に
係
る
支
援
状
況
と
持
続

可
能
な
運
行
に
向
け
た
今
後
の
支
援
方
針

● �

京
町
家
保
全
に
向
け
た

相
続
税
・
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
の
実
現
に
向

け
た
今
後
の
取
組
方
針

● �

自
動
運
転
を
含
む
新
た

な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
取

組
方
針�

（
一
部
抜
粋
）

● �

令
和
７
年
度
に
お
け
る
商
店
街
振
興
の
方
向
性
及

び
重
点
施
策
に
対
す
る
考
え
方

● �

市
内
に
お
け
る
環
境
保
全
型
農
業
の
今
後
の
展
開

● �

山
科
・
醍
醐
地
域
の
住
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め

京
阪
バ
ス
に
対
し
継
続
的
に
改
善
の
申
入
れ
を
行

う
必
要
性

● �

駅
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
利
用
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け

た
取
組
状
況

● �

運
転
技
能
接
遇
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
た
運
転
士
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
担
い
手
確
保
に
向
け
た
決
意

�

（
一
部
抜
粋
）

※
※
過
去
負
債
を
計
画
通
り

　

35
億
円
返
済
し
た
上
で
、58
億
円
の
黒
字
。

認
定
認
定

決算概要
はこちら

森
田 

守

右
京
区委

員
長

平
山
た
か
お

東
山
区

副
委
員
長

椋
田
隆
知

 

南 

区

副
委
員
長

第
1
分
科
会

第
2
分
科
会

第
3
分
科
会

山
本
恵
一

 

北 

区

寺
田
一
博

上
京
区

富
き
く
お

山
科
区

津
田
大
三

中
京
区

田
中
明
秀

西
京
区

橋
村
芳
和

伏
見
区

し
ま
も
と
京
司

 

南 

区

田
中
た
か
の
り

右
京
区

み
ち
は
た
弘
之

伏
見
区

西
村
義
直

西
京
区

さ
く
ら
い
泰
広

左
京
区

下
村
あ
き
ら

下
京
区

谷
口
み
ゆ
き

 

北 

区

加
藤
昌
洋

中
京
区

井
上
よ
し
ひ
ろ

右
京
区

山
本
し
ゅ
う
じ

山
科
区

自
民
党
市
会
議
員
団
の    質質
問問
が
市市
政政
を
動動
か
す
か
す！
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